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特集：

130周年記念事業のつくりかた
－みんなで祝う130周年―



2 No.1350   2007. 1. 17



3No.1350   2007. 1. 17



4 No.1350   2007. 1. 17



5No.1350   2007. 1. 17

今年度の定年退職教員は58名

人事部

平成19年３月31日をもって本学を定年により退職され
る予定の教員（講師以上）は、下記の教授53名、助教授
２名、講師３名の計58名です。

（平成19年１月９日現在）

大・文 教　授 藤 田　一 美

大・文 教　授 平 野　嘉 彦

大・理 教　授 梅 澤　喜 夫

大・理 教　授 西 郷　 薫

大・理 教　授 長 田　敏 行

大・理 教　授 奈良坂　紘 一

大・理 教　授 浜 野　洋 三

大・理 教　授 和 達　三 樹

大・農 教　授 會 田　勝 美

大・農 教　授 阿 部　宏 喜

大・農 講 師 鈴 木　 誠

大・養 教　授 浅 島　 誠

大・養 教　授 跡 見　順 子

大・養 教　授 石 井 明

大・養 教　授 太 田　浩 一

大・養 教　授 川 合　 慧

大・養 教　授 竹 内　信 夫

大・養 教　授 谷 内 達

大・養 教　授 宮 本　久 雄

大・養 助教授 植 田　直 志

大・育 教　授 佐 藤　一 子

大・育 教　授 土 方　苑 子

大・育 教　授 矢 野　眞 和

数　理 教　授 松 本　幸 夫

創　域 教　授 大 森　博 雄

医　科 教　授 澁 谷　正 史

医　科 教　授 高 津　聖 志

医　科 教　授 竹 縄　忠 臣

医　科 教　授 御子柴　克 彦

地　震 教　授 阿 部　勝 征

社　研 教　授 平 石　直 昭

生　研 教　授 榊　 裕 之

生　研 教　授 高 木　堅志郎

物　性 教　授 高 橋　 實

物　性 教　授 高 山　 一

海　洋 教　授 太 田　 秀

海　洋 教　授 小 池　勲 夫

海　洋 教　授 寺 崎　 誠

海　洋 助教授 石 井　輝 秋

Ｒ　Ｉ 教　授 巻 出　義 紘

産　学 教　授 安 田 浩

部　局 職　名 氏名

大・法 教 授 伊 藤 眞

大・法 教 授 落 合　誠 一

大・法 教 授 CH'EN PAUL HENG-CHAO

大・医 教 授 井 原　康 夫

大・医 教 授 加 我　君 孝

大・医 教 授 高 橋　智 幸

大・医 講 師 金 子　義 保

大・工 教 授 大 場　善次郎

大・工 教 授 鎌 田　元 康

大・工 教 授 河 野　通 方

大・工 教 授 塩 谷 義

大・工 教 授 長 澤 泰

大・工 教 授 仁 田　旦 三

大・工 教 授 藤 原　毅 夫

大・工 教 授 湯 原　哲 夫

大・工 講 師 小 川　敏 恵

大・文 教 授 桜 井　由躬雄
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環太平洋大学協会（APRU）と東大の共催で、APRU

遠隔教育とインターネット2006国際会議を11月８日（水）
～10日（金）に弥生講堂で開催した。本会議は、文部科
学省、メディア教育開発センター、東アジア研究型大学
協会（AEARU）の後援を得て実現された。
８日と９日の午前は、小宮山総長による本会議のメイ

ンテーマである「ITによる、グローバルな知の体系化」
についての基調講演、AEARU会長のChan-Mo Park学
長、スタンフォード大学SCILセンターのRoy Pea所長、
慶應義塾大学の安西塾長、メディア教育開発センターの
清水理事長の招待講演が行われた。この基調講演と招待
講演は、希望が多いことから、映像をコンテンツ化して
会議のウェブ（http://apru2006.dir.u-tokyo.ac.jp/）から
視聴可能とする予定である。
８日と９日の午後は、投稿された中から査読により選

択された50件の論文の発表と活発な質疑討論が行われ
た。発表された論文は上記の会議のウェブからアクセス
可能である。また、13社の企業展示があり、セッション
の合間などに意見交換が行われた。

10日には見学会が催され、学内キャンパスツアーの後、
江戸東京博物館、さらに秋葉原の本学情報理工学系研究
科拠点と産業技術総合研究所を訪問した。

ITを活用した遠隔教育の会議であることもあり、会
議録はUSBメモリに格納して配布した。また、登録参加
者の名札は、インターネットラウンジに設けたPCを使
うためのICカードとなっており、PCは会議録の参照や
メールのやりとりのために利用されて、好評であった。
参加者は23カ国から270名であったが、本会議は会議

後のアンケートでも極めて高く評価された。

12月４日（月）に本郷キャンパス理学部１号館中央棟
小柴ホールにて、「知の構造化ワークショップ－知の構
造化ツールは、新しいサイエンスを開くのか－」が開催
された。いろいろな分野の研究者を対象とした本学創立
130周年記念事業の一つで、司会は岡村定矩理事・副学
長とCOEプログラム推進室長矢野正晴教授。
最初に小宮山宏総長が講演を行ない、膨張の世紀であ

る20世紀に学術が細分化し、そのために社会が知の統合
を要請しており、その解として知を構造化し、課題解決
先進国「日本」になることが必要であると語った。
続いて、知の構造化の応用研究について、情報理工学

系研究科の辻井潤一教授が「論文・データの共有から知
識創造プロセスの共有へ」と題し生命科学文献データベ
ースMedlineを例にとりあげ、また、工学系研究科の岡
部篤行教授が「知の構造化ツールとしてのGIS（地理情
報システム）」と題し、知の構造化には泥臭い仕事を支
える仕組みが必要であることを述べた。

そのあと、学術統合化プロジェクト《ヒト》の関連で、
国立遺伝学研究所の大久保公策教授が「ライフサイエン
スにおけるゲノム情報の高度利用に向けた生命知識の構
造化」につき、課題解決には洞察を助ける技術としての
データベースと、それを使って考える方法が必要である
と語った。また、学術統合化プロジェクト《地球》の関
連では、生産技術研究所の安岡善文教授が「地球観測デ
ータの統合的処理」について、境界を広げ新たな体系を
創るためには、学問分野の領域の拡大と連携が必須であ
ると述べた。
休憩を挟んで後半には、情報基盤センター山口和紀教

授、気候システム研究センター長中島映至教授、工学系
研究科長松本洋一郎教授、工学系研究科工学教育推進機
構美馬秀樹特任助教授、それに理学系研究科黒田真也教

小宮山総長による基調講演の様子

統括プロジェクト機構
「知の構造化ワークショップ」を開催

研究協力部

APRU遠隔教育とインターネット2006国際会議
APRU Distance Learning and the Internet（DLI）
2006 Conference

研究協力部

講演する小宮山総長
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授が、それぞれの専門の立場からコメントし、社会の問
題と専門知との関連付けや、あらゆる知識を瞬時に応用
できる人材育成の必要性などにつき、参加者全員で活発
な議論が行なわれた。

今回のワークショップの参加者は、それぞれの分野の
トップクラスの研究者と大学院生が中心で、平成18年４
月に駒場キャンパスで学部１～２年生を対象に行なわれ
た「学術統合化プロジェクト《ヒト》《地球》合同シン
ポジウム」などとは一味違うイベントとなった。小宮山
総長も質問や議論に終始参加、熱弁をふるった。

12月18日（月）、千代田区のパレスホテルパールシル
バールームにおいて、第１回｢柏国際学術都市支援会｣が
開催されました。本支援会は東京大学及び千葉大学が広
く産業界に呼びかけて発足したものであり、つくばエク
スプレス線柏の葉キャンパスを中心とする一帯を「柏国
際学術都市」として整備するために、企業の方から意見、
アイディアをいただくことを目的としています。
支援会は趣旨に賛同する企業のトップ14人により構成

され、会長にはキッコーマン株式会社の茂木友三郎会長
が就任されました。
この日の議事は、西尾理事が司会進行を務め、柏国際

学術都市支援会の茂木会長、小宮山宏東京大学総長、古
在豊樹千葉大学学長、堂本暁子千葉県知事からのご挨拶
に続き、大矢禎一・新領域創成科学研究科副研究科長が、
「柏国際キャンパスプラン」について、ＵＤＣＫ（柏の
葉アーバンデザインセンター）北沢センター長が、「柏
の葉キャンパスタウン・アーバンデザインセンター」に
ついて、千葉大学天野理事が「環境健康都市の創造に向
けて」について、それぞれ構想の概要説明を行いました。

説明後、各委員の方々から貴重なご意見をいただきまし
た。次回は平成19年の夏に開催される予定です。

総長からの柏国際学術都市支援会設立のお礼及び祝辞

堂本千葉県知事のあいさつ

岡村理事・副学長（左）の司会で進められた討論

柏国際学術都市支援会が発足

施設部
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○　総長賞（国内研修）
「日常業務（固定資産会計）に関するマニュアルの配布」

財務部資産課資産会計・管理チーム

（代表者：河本　裕文）

○　総長特別賞：医学部附属病院事務部

○　業務改善プロジェクト推進本部長賞（自己研鑽費用
補助）

「e－ラーニングシステムを利用した特定業務従事者健

康診断問診手続きの構築」

医学部附属病院総務課労働安全担当

（代表者：塚田　博明）

「データベースソフトを利用した各種許可書の自動発行

システム等の構築」

研究協力部総合研究博物館グループ

（代表者：土屋　雅史）

「看護師募集訪問に関する旅行命令（精算）業務の簡素

化」

医学部附属病院旅行命令検討グループ

（代表者：立野　雅敏）

○　企画調整役賞（コミュニケーションセンター商品）
「旅費計算書の取扱の簡素化」

教養学部等事務部経理課経理係

（代表者：武田　いづみ）

「短時間勤務有期雇用教職員等に係る労働条件通知書等

の公印省略」

医学部附属病院総務課人事労務チーム人事管理担当

入江　宜孝

物性研究所低温液化室及び放射線管理室による
プレゼンテーション

2006年度業務改善「総長賞」表彰式

総務部

12月21日（木）、大講堂（安田講堂）において、2006

年度業務改善「総長賞」表彰式が業務改善プロジェクト
推進本部の主催で開催されました。本年度から、「教職
員提案課題」に加え、新たな取組として、職員が課題を
設定し自ら改善に取り組む「自律改善課題」の募集も行
い、昨年度を上回る122件の応募がありました。
厳正な審査の結果、以下のとおり、総長賞（海外研修）

１件、総長賞（国内研修）１件等計７件が表彰されまし
た。また、最も応募件数が多く、業務改善に組織的に取
り組んだことが高く評価された医学部附属病院事務部に
は、今回特別に設けられた総長特別賞が授与されまし
た。

表彰式に引き続き、小宮山総長が「東京大学の目指す
ところと職員の使命」と題して職員への講話を行いまし
た。「本質を捉える知」「他者を感じる力」「先頭に立つ
勇気」を持ち、これからの東京大学の方向性とそれとと
もに進む東京大学職員がどうあるべきかについて、職員
への期待を熱のこもった言葉で語られ、職員一人一人が
改めて決意する場となりました。
また、総長賞受賞者、業務改善プロジェクト推進本部

長賞受賞者によるプレゼンテーションが行われ、好評の
うち終了し、来年度に向けての取り組みが期待される内
容でした。
なお、当日は300名を超える教職員が参加し、表彰式

をともに祝いました。

○　総長賞（海外研修）
「柏キャンパス高圧ガスボンベ一括管理体制の構築」

物性研究所低温液化室及び放射線管理室

（代表者：土屋　光）



12月22日（金）10時から本郷キャンパス本部棟12階中
会議室において、本学と独立行政法人物質・材料研究機
構との間で、連携協力の推進に係る協定書調印式が行わ
れました。
本学からは小宮山総長が、物質・材料研究機構からは

岸理事長が出席し、調印式に臨みました。
既に両機関の間では、ナノテクノロジーとバイオテク

ノロジーの融合分野の拠点形成を目指すプロジェクトを
はじめ、多くの共同研究や人材交流が行われていますが、
この度の連携協定の締結を機に、高度な研究設備の共用
を進めるなど、ナノ、バイオ分野でのイノベーション創
出に向け、両機関一体となった取組が進められる予定で
す。

11月10日（金）、生産技術研究所千葉実験所公開が開
催された。30研究室による26研究テーマの一般公開をは
じめとして、特別講演、招待講演、研究成果報告会、デ
モンストレーション、ガイドツアーなどが行われた。生
産技術研究所先進モビリティ連携研究センター（ITS）
のITS実験用交通信号機の点灯式、生産技術研究所同窓
会パーティーも当日開催された。
当日は天候にも恵まれ、西尾茂文理事・副学長の「ス

ーパーリーグの中での東京大学と生産技術研究所」を題
とした特別講演、第２工学部卒業生でいらっしゃるリン
ナイ株式会社内藤明人会長の「成熟産業において如何に
変化に対応し、次の発展を考えるべきか（ガス器具産業
を例として）」と「日本の若者の学力及び技術力の劣化
改善への考察」を題とした招待講演、横井研究室の研究
成果報告会には多くの聴衆が集まった。魚本研究室のコ
ンクリート構造物の非破壊検査に関する研究発表、須田
研究室の鉄道車両模型による運動制御実演、堀研究室に
よる電気自動車のデモンストレーション及び試乗、浦研
究室による海中ロボットのデモンストレーションは多く
の見学者で賑わっていた。
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署名した協定書を提示する
岸理事長（物質・材料研究機構）・小宮山総長

固く握手をする岸理事長・小宮山総長

独立行政法人物質・材料研究機構と
連携協力の推進に係る協定書調印式
が行われる

研究協力部

生産技術研究所千葉実験所公開
開催される

生産技術研究所

西尾茂文理事・副学長の特別講演
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今年の来所者数は前年度を上回る約650人で、公開関
係者を合わせて約800人が公開に参加した。恒例となっ
た近隣小・中学校生徒を対象とする見学会には、千葉市
立弥生小学校、轟町小学校、緑町中学校から243人が参
加した。平成16年の公開から続けている一般来所者向け
のプログラムが定着しつつあり、近隣学校や地域住民な
どの一般の方の来所が年々増加している。今後も企業か
らの参加者に加えて、一般来所者向けのプログラムも拡
充して行く必要があると思われる。
次回の生産技術研究所千葉実験所公開は11月９日（金）

に開催される。

社会科学研究所は、11月17日（金）および18日（土）
の２日間の日程で、「世界における社会科学的日本研究
の現状と展望」をテーマとする国際ワークショップを開
催した。
社会科学研究所は、かねてより、世界の社会科学的日

本研究の拠点としての役割を果たしてきたが、東京大学
創立130周年、社会科学研究所創立60周年、社会科学研

究所付属日本社会研究情報センター創立10周年のこの機
会に、世界各国の第一線で活躍する日本研究者を招聘し、
各国における社会科学的日本研究をめぐる最近の動向に
ついて幅広く意見を交換するとともに、今後の研究の方
向を展望することが、この国際ワークショップの目的で
あった。
初日の17日の午後には、理学部１号館小柴ホールを会

場に、一般公開のシンポジウム「今なぜ日本研究か:社
会科学の視点から」を開催し、17日午前および18日午
前･午後には、社会科学研究所大会議室を会場に、３つ
のワークショップを開催した。２日間の日程を通じて、
外国からの招待参加者、社会科学研究所関係者のほか、
学内・他大学の関係者、日本で研究中の外国人研究者、
国際交流基金その他関係機関の担当者など、延べ120名
が参加し、活発な議論が展開された。

各国の参加者からは、近年の一般的傾向として、日本
の社会・経済・政治モデルに対する世界の関心が相対的
に低下しており、このことが、各国の日本研究の制度
上・財政上の環境にも深刻な影響を及ぼしていることが
指摘されたが、他方で、日本一国を研究対象とするので
はなく、中国や韓国をはじめ東アジア諸国との比較や関
係という観点から改めて日本を位置づけなおすという新
しい動きや、国家（政府）だけではなく市民社会に着目
した研究の必要性、カルチュラル・スタディーズとの連

公開シンポジウム風景

公開シンポジウム討論風景

近隣小・中学校生徒を対象とする見学会

リンナイ株式会社内藤明人会長の招待講演

国際ワークショップ「世界における
社会科学的日本研究の現状と展望」
を開催

社会科学研究所
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携の可能性など、今後の社会科学的日本研究のさまざま
な方向が積極的に模索されたことが印象的であった。
さまざまな困難と可能性が交錯する中で、世界の社会

科学的日本研究の発展にどのように寄与することができ
るのか、その拠点としての社会科学研究所の意義と役割
が改めて確認された２日間であった。

機械システム・イノベーション国際シンポジウムシリ
ーズが11月22日（水）から28日（火）までの７日間にわ
たって開催されました。
このシリーズでは、「International Symposium on

Structural Reliability in Energy Systems Innovation

～信を極める～」は１日、「The 3rd International

Symposium on Innovative Aerial/Space Flyer Systems

～翔を極める～」および「The 3rd International

Symposium on Biomedical Systems Innovation ～體
を極める～」の国際シンポジウムがそれぞれ２日間ずつ
の会期で行われました。
シリーズは笠木伸英拠点リーダーによるオープニング

アドレスによって開幕し、21世紀COE機械システム・
イノベーションの最近の活動内容、及び今後の活動計画
の紹介が行われました。３つの国際シンポジウムではい
ずれも、国内外から著名な研究者を招聘し、各分野にお
ける最先端の研究に関して、活発な情報交換と意見交換
が行われました。また、本COEプログラムに参画して
いる博士課程学生をはじめとする若手研究者によるミニ
オーラルプレゼンテーションおよびポスターセッション
がそれぞれのシンポジウムで行われ、若手研究者の積極
的な参加が目立ちました。

＜International Symposium on Structural Reliability in

Energy Systems Innovation ～信を極める～＞

「International Symposium on Structural Reliability

in Energy Systems Innovation ～信を極める～」は、
11月22日（水）に農学部弥生講堂一条ホールにて開催さ
れました。本シンポジウムは、エネルギーシステムにお
ける構造信頼性を目指した、（ 1）Operation &

Maintenance for Structures，（ 2） Advanced

Simulation for Nano-, Micro-, Macro-Structural

Reliability，（3）Structural Reliability of Innovative

Aerospace Composite Systemsに関するものでした。
本COEプログラムのエネルギーイノベーションの構

造物信頼性に関する研究成果を発表するとともに、
Charles Becht IV （Becht Engineering Co., Inc., USA），
Seyoung Im （Professor, Department of Mechanical

Engineering, Korea Advanced Institute of Science and

Technology, Korea），Naoki Takano （Professor,

Department of Micro System Technology, Ritsumeikan

University, Japan），Adrian P. Mouritz （Professor,

Discipline Head of Aerospace & Aviation, School of

Aerospace, Mechanical & Manufacturing Engineering,

RMIT University, Melbourne, Australia），Yutaka

Iwahori （Dr., Advanced Composite Technology

Center, JAXA, Japan） を招聘し、最先端の研究成果に
ついて講演頂きました。さらに、学生による30名程度
（26名）のポスター講演・議論やデモンストレーション
実験は、招聘者の活発な参加により盛り上がりました。
幅広い分野の最先端研究に触れることができ、大変意義
のあるワークショップとなりました。

＜The 3rd International Symposium on Innovative

Aerial/Space Flyer Systems ～翔を極める～＞

「The 3rd International Symposium on Innovative

Aerial/Space Flyer Systems ～翔を極める～」は、11

月24日（金）、25日（土）に浅野キャンパス武田先端知
ビル武田ホール５Fにて開催されました。本シンポジウ
ムは、革新的飛行システムの実現を目指した、（1）
MAV（微小飛行ビークル）、UAV（無人飛行ビークル）
の研究開発、（2）宇宙エネルギー利用、および（3）基
礎研究に関するセッションがそれぞれ２つずつ設けられ
ました。本COEプログラムの革新的飛行ロボットプロ
ジェクト、エネルギーイノベーションプロジェクトの宇
宙エネルギーサブプロジェクトおよび基礎研究に参加す
る研究者・学生を主体に企画されました。両分野での本
COEプログラムにおける研究成果の発表が行われまし
た。

H. Jin Kim （Seoul National University, Korea），
Cees Bil （RMIT University, Australia），Eric N.

Johnson （Georgia Institute of Technology, U.S.A.），

国際シンポジウムシリーズ
開催される

21世紀COEプログラム機械システム・イノベーション

笠木拠点リーダーによるオープニングアドレス
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Agnes Luc Bouhali （ONERA, France），Sang H. Choi

（NASA Langley Research Center, U.S.A.），Yeves

Ribaud （ ONERA, France）， Norbert Mueller

（Michagan State University, USA） を招聘し、最先端
の研究成果について講演頂きました。さらに、学生によ
る30名程度（27名）のポスター講演・議論やデモンスト
レーション実験は、招聘者の活発な参加により盛り上が
りました。

＜The 3rd International Symposium on Biomedical

Systems Innovation ～體を極める～＞

「The 3rd International Symposium on Biomedical

Systems Innovation ～體を極める～」は、11月27

（月）、28日（火）の２日間に渡り浅野キャンパス武田先
端知ビル武田ホール５Fにて開催されました。本シンポ
ジウムは、Cellular Biomechanics, Cell/Tissue Culture

Technologies, Computer-integrated Robotics Surgery,

Computational Biomechanics, Engineering Synthesis

with Medicineの５つのセッションが設けられました。
Prof. Zhu （Georgia Inst. of Tech.），Prof. Takeo

Matsumoto （Nagoya Inst. of Tech.），Dr. Eric Leclerc

（Univ. of Compiegne），Prof. Naruse （Okayama Univ.），
Prof. Fujie （Waseda Univ.），Dr. Naohisa Kamiyama

（Toshiba Medical Systems），Dr X. Yun Xu （Imperial

College of London），Prof. Masaaki TAMAGAWA

（Kyushu Inst. of Tech.），Prof. Sugimori （New York

Univ.）の講演者から本領域における最新情報が提供さ
れると、会場からも熱心に質疑が相次ぎ、活発な議論が
行われました。さらに、本COEプログラムに参画して
いる博士課程学生がショートプレゼンテーションおよび
ポスターセッションを行い、招聘者との活発な討論が展
開されました。

会場の様子

附属農場で「東大農場収穫祭 with 西
東京アースデイ 2006」開催

大学院農学生命科学研究科・農学部

11月23日（木・勤労感謝の日）少し薄日が差す曇天と
12月中旬を思わせる肌寒さの中、附属農場（西東京市）
において、初めて市民への公開形式の収穫祭が、西東京
アースデイと共催で開催された。
収穫祭は、宮中行事の新嘗祭と同様に、今年の農産物

収穫への感謝を表す食育の根源ともいえる行事だが、今
回はそれに加えて、附属農場の任務の三本柱である教
育・研究・社会貢献のそれぞれの活動を広く知ってもら
うことを目的に行った。内容は、農場の概要と研究紹介、
農場所蔵の貴重書物展示、農業機械の展示及び試乗会、
餅つき、芋煮・みかん・柿の振る舞い、農場及び演習林
見学ツアー、公開セミナー「食をめぐる問題」、バイオ
ディーゼル燃料（BDF）使用トラクタによる耕うん実
演、昭和12年築の学生宿舎公開などであった。また、共
催した西東京市アースデイは「みどりを残そう、育てよ
う！」をテーマに、農業・環境関係NPO等の展示、大
凧揚げ、こども奉納相撲、フリーマーケットなどを行っ
た。このような多種多様な催し物に約5,000人が来場し
た。

公開セミナーで活発な議論を展開した農家の方々、貴
重書物を熱心に閲覧する方々、トラクタやコンバインの
運転を満面の笑みで楽しんだ子供たち、つきたてのお餅
や熱々の芋煮の味を堪能した大勢の方々と、参加の仕方
や楽しみ方はさまざまだったが、事故もなく来場者には
大いに喜んでいただけたものと思う。今後も入学式・卒
業式に相当する本研究科の重要行事として、内容の充実
を図っていきたい。
なおこの行事は、西東京市、東大農場のみどりを残す

中央：案山子と農産物のオブジェ
左上から時計回りに：ゲート・トラクタ試乗・公開セミナー・餅つき
背景：餅つき・芋煮の振る舞い会場の賑わい
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市民の会、西東京菜の花エコ・プロジェクト、西東京市
職員労働組合の後援と、西東京青年会議所の協力を得て
開催された。関係各位に感謝申し上げる。

農学生命科学研究科･農学部では、11月30日（木）、12

月１日（金）の両日、恒例の１泊２日の外国人留学生見
学旅行を実施した。今回は特別に會田研究科長の参加が
あり、外国人留学生50名、引率の佐々木国際交流室長、
長戸、作田の両室員及びニーラム講師、秩父演習林の説
明役として山本博一教授と職員９名、合計65名で大型バ
ス２台での見学旅行となった。
弥生キャンパスを出て、中央道を通り、石和、甲府を

経て最初の目的地の附属秩父演習林に到着した。雁坂ト
ンネルを抜けたところにある演習林のワサビ沢展示室は
２階建ての山小屋ロッジ風の立派な建物である。ツキノ
ワグマの剥製を見ながら昼食を済ませ、荷物運搬及び作
業用のための乗用モノレール（運転手プラス４人）の体
験乗車をさせてもらい、外国人留学生たちはかなりの斜
度を上り下りするモノレールに歓声をあげていた。

その後、演習林内の樹木園を案内してもらった。樹木
園は、ワサビ沢からバスで少し移動した国道140号線沿
いに散策しやすいように道が整備されたもので、皆はブ
ナや朴の落ち葉を踏みながら歩いた。両側の樹木には
「森の里親制度」によるラベルが付けられ、同行の會田
研究科長も、久々に里子の樹木に対面されていた。「森
の里親制度」とは、10万円出すと樹木の里親になること
が出来、名前のプレートがその樹木のそばに立てられる
という制度である。荒川の源流に近い山々を樹間に眺め
ながら、演習林の職員の説明を聞いて１時間ほど散策を
楽しんだ。

その後、樹木園から１時間ほどバスで移動して秩父郡
小鹿野町の宿に到着した。その夜は、夕食を兼ねて懇親
会を行った。テーブル毎におしゃべりの花が咲き、食後
はジェスチャーゲームなどで大いに盛り上がり、この旅
行のもう一つの目的でもある親睦を大いに深めた。

お天気は１日目の午後から良くなり、２日は、サング
ラスがほしいくらいの快晴に恵まれた。小川町にある紙
漉き体験の工房では和紙作りの工程の説明の後、実際に
全員が紙漉きに挑戦した。木枠を前後･左右に均等にゆ
するのは見た目ほどには簡単ではない。工房の人が手を
添えてくれ、食後、工房を出発するときには乾きあがり、
それぞれ自分で漉いた紙を持ち帰ることができた。ここ
は、工房以外にも、紙漉きの道具や各種の農具などを展
示した資料館、実際に紙漉きが行われていたわらぶきの
民家や２階建て和風建築の食堂などが敷地内に円形に配
置され、中央の半分は砂利の広場、残りは池を配した日
本庭園で情緒にあふれている。絶好のお天気なので、あ
ちこちで外国人留学生はカメラを構えてお互いに写真を
取り合っていた。
ここで昼食をとった後、バスで少し移動して酒造見学

となった。入り口でまろやかな原水を味わい、数種類の
利き酒をした後、実際に工場内を見学した。おかみさん
の英語での説明があったので、外国人留学生も日本酒の
製造工程が大変良く理解できたと思われる。
予定の行程を全部つつがなく完了し、ケヤキやイチョ

ウの褐色･黄色、ところどころに混じる楓の紅色に彩ら
れた晩秋の関越道の景色を楽しみながら、一同は週末の
混雑にも巻き込まれずに無事に農学部キャンパスに戻っ
た。

ワサビ沢展示室前の広場で

外国人留学生見学旅行を実施

大学院農学生命科学研究科･農学部

樹木園入口の前で
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公開シンポジウム「死の臨床をささえるもの」報告

12月２日（土）、21世紀COEプログラム「死生学の構
築」（DALS）と「人文社会系研究科・応用倫理教育プ
ログラム」共催の公開シンポジウム「死の臨床をささえ
るもの」が、医学部鉄門講堂で開催された。
高橋和久教授（本研究科長）の挨拶に引き続いて、ま

ず医学部名誉教授で終末期医療が専門の大井玄氏が、
「生きること」は同時に「死にゆくこと」であると指摘
した上で、昨今の傾向を批判的に分析・報告した。
続いて評論家の芹沢俊介氏は、「経験」の観点から死

を３つに分類し、死の持つ問題性がケアの実経験として
どう働いているか、といった点に言及した。
次に作家の田口ランディ氏は、死の臨床の問題を霊性

立ち上がりの場と結びつけ、ターミナル・ケアの臨床現
場にその役割を求めた。
最後に島薗進教授（本研究科・宗教学）は、過去の死

を特別視しない態度を紹介してその可能性を論じ、欧米
で一般的な死だけを取りあげる学ではなく、Death and

Life Studies、つまり死と生の「つながり」を考える学
を目指すべきではないか、と、本COE21世紀プログラ
ムがこれまで取り組んできた「死生学の構築」プロジェ
クトの拠点リーダーとして総括的にまとめ、あらためて
提言した。
竹内整一教授（本研究科・倫理学）の司会で行われた

全体討議では、そもそも「死の臨床」とは何か、生から
切り離された死だけを特化して問うことの意味、「ささ
え・ささえられること」の捉え直しの必要性、等々、多
くの議論がなされた。
本シンポジウムはおよそ４時間にわたって行われ、会

場いっぱいに集まった市民の方々より、積極的なご意
見・ご質問が多数寄せられ、こうした問題に対する一般
の関心の高さをあらためて確認することになった。本シ
ンポジウムの模様は、平成19年後半期に発刊予定のシリ
ーズ「死生学」（全５巻、東大出版会）の１巻に収録さ
れることになっている。

国際シンポジウム「精神医療と触法行為の死生学－殺人

行為をめぐって―」報告

12月９日（土）、COE「死生学の構築」の大詰めを締
めくくるイベントの一つとして、国際シンポジウム「精
神医療と触法行為の死生学」が法文２号館１番大教室に
て開催された。
シンポジウムは２部構成で、午前11時に始まったジ

ル・ピーエイ教授（ロンドン・スクール・オブ・エコノ
ミックス）の特別講演は、「Insanity and Responsibility:

Does M'Naghten do Justice to the Manifestly Mad?」
と題され、いわゆる「マクノートン・ルール」は、それ
が当然適用されるべき「明らかに異常をきたしている触
法者」に対して適正に適用されているか、という問題を
扱った（司会、本研究科助教授一ノ瀬正樹）。

13時40分からの午後の部は、熊野純彦助教授の挨拶で
始まり、第一の提題は聖学院大学所属の犯罪精神医学の
専門家である作田明氏が行った。作田氏は、精神障害者
の触法行為とその処遇の実態について詳細に論じ、医療
設備の充実化などを訴えた。二番目の提題者は弁護士の
八尋光秀氏で、障害者施設の現状などを紹介しつつ、精
神医療ユーザーに対する誤った認識を改めることで、多
くの問題を改善できる、と主張した。
次に、総合研究大学院大学の長谷川眞理子教授が、

「殺人の進化生物学的分析」と題して生物学の観点から
提題を行い、多くの興味深い論点を展開した。
次に一ノ瀬正樹助教授（本研究科・哲学）が、「害」

の発生に対し「修復的司法」の観点をとり、確率的な考
慮を加え、健常者の犯罪と連続的に対処してゆくべきこ
とを提起した。
これらに帝塚山学院大学の小田晋教授、および司会兼

コメンテータである加藤尚武本COEプログラム特任教
授のコメントに引き続いて、活発な質疑応答が行われた。
最後に島薗進教授（本COEプログラム拠点リーダー）
が閉会の辞を述べ、さまざまな問題性をあぶり出すこと
に成功したシンポジウムが終了を迎えたのである。

21世紀COEプログラム「死生学の構
築」関連シンポジウムを開催

大学院人文社会系研究科・文学部

ピーエイ教授は英国の事情を紹介しつつ基調講演を行う

医学部・文学部の連携で開催、会場は医学部の鉄門講堂



ミニ・シンポジウム「聖なるイメージ―死後の世界との

コミュニケーションの一手段として」報告

12月16日（土）13時半からDALSによるミニ・シンポ
ジウム「聖なるイメージ」が開催された（本研究科美術
史学研究室共催）。主催者側20名に加え一般の聴講者60

名ほどで、まずまず盛会であった（一部同時通訳付き）。
ゲアハルト・ヴォルフ教授（フィレンツェ、ドイツ美

術史研究所長）の"Divine Bodies, Sacred Images and

Holy Sites. Contact Zones between the Living and the

Death, between Heaven and Earth in Christian

Cultures"と題した講演では、地中海古代文化で死者の
彫像や画像が聖なる領域に参入し、これが葛藤を伴いつ
つ、キリスト教文化に継承されたことが論じられ、多く
のスライド画像や中世後期の文字資料を援用して、聖画
像が公衆との相互交渉の中で様々に生動化した事例が紹
介された。そして14、15世紀は、ヴェラ・イコンの生産
にみるように、芸術が「神的な力」によって感覚的、精
神的な緊張を追求したイメージと信仰の魅力的な交渉と
相互作用の時代であったと結論づけた。
次に奥健夫氏（文化庁文化財調査官）の講演「仏像と

人体」では、仏像内に火葬骨を納入した事例などを挙げ、
こうした納入の風習を仏教教義との関連から考察した。
文化財調査官としての豊富な実地調査を背景としての実
証的な議論の中でも、造像者による結縁交名の納入の増
加と、構造技法および様式の変革に伴う仏像の呪術性の
減退との関連付けは、とりわけ強い印象を与えた。
その後秋山聰助教授（本研究科、司会を兼ねる）によ

る示唆に富む問題提起に続けて、1時間半余り議論が展
開された。終了後に回収されたアンケートには、講演者
各位の説得力のある主張や深みのある議論などに高評価
が目立ち、成功裡に終わったと言えよう。
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大学総合教育研究センターは、設立10周年を迎え、記
念シンポジウム「高等教育の費用負担と学生支援の国際
的動向―日本への示唆(Worldwide Perspectives of

Student Financial Assistance Policies: Searching

Relevance to Future Policy Reform for Japanese

Higher  Education)」を、文部科学省先導的大学改革推
進委託事業の一環として、12月６～８日に開催した。
まず、12月６日（水）は東京国際交流館国際交流会議

場にて国際シンポジウムを開催した（主催：東京大学大
学総合教育研究センター／後援：日本学生支援機構・日
本高等教育学会）。

高等教育は世界的に大転換の時代をむかえ、我が国で
も、公財政の逼迫の中、今までにない多様な学生が学習
できる制度が求められている。そうした状況下で授業
料・奨学金を中心とした費用負担および学生支援制度の
充実が求められる。本シンポジウムでは、これらの点に

文部科学省先導的大学改革推進委託事業
大学総合教育研究センター10周年記念・国際
シンポジウム

大学総合教育研究センター

100名を超す聴衆がつめかけ、熱い議論に耳を傾けた 異色の顔合わせはCOE行事ならでは。両脇は通訳

１日目、シンポジウム。於：東京国際交流館
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焦点づけ、各国の専門家を招き、各国の高等教育改革の
状況をレポートするとともに、我が国の高等教育改革の
道筋を探った。
おもな参加者は、クレア・カレンダー（ロンドン・サ

ウスバンク大学教授＜イギリス＞）、丁　小浩（北京大
学教授＜中国＞）、沈　紅(華中科学技術大学教授＜中
国＞）、D・ブルース・ジョンストン（ニューヨーク州
立大学元総長＜アメリカ＞）、クレイグ・マッキニス
（メルボルン大学教授（広島大学高等教育研究開発セン
ター客員教授）＜オーストラリア＞）、アレックス・ア
ッシャー（教育政策研究所副所長＜カナダ＞）、金子元
久（東京大学教育学研究科長）、芝田政之（国立大学財
務・経営センター理事）などである（参加者約130名）。
続く12月７日（木）には、本学においてシンポジウム

で提出された問題についてラウンドテーブルを設け、議
論を行った。前日の発表について、質疑応答の後、とり
わけ日本における教育費の親負担の重さについて、学生
本人負担にシフトすべきかが焦点となった。学生本人の
負担が重くなれば、進学を断念する者が増加することが
懸念され、現在の貸与制奨学金（ローン）だけでなく、
新しく給付制奨学金（グラント）を創設する必要がある
のではないか、あるいは授業料免除を増やすべきかにつ
いて、意見が交わされた。さらに、ローンの回収につい
て、各国で普及しつつある所得連動型ローンを日本で採
用するべきかについても、多くの意見が表明された（参
加者約45名）。

３日目（12月８日（金））には、さらに広く学外の高
等教育研究者も参加して、各国の高等教育改革の動向に
ついて、報告とそれに基づく質疑応答と活発な討論がな
された（参加者約30名）。

12月９日（土）11時から、三鷹国際学生宿舎において、
（財）三鷹国際交流協会との共催、三鷹市からの後援を
いただき「三鷹市民と東京大学三鷹国際学生宿舎生との
集い」が開催された。
この集いは、宿舎に居住する宿舎生、とりわけ約３割

を占めている留学生と地域住民との交流を目的として毎
年開催しているものであり、平成６年に第１回を開催し
て以来、今回で13回目となる。
集いは二部構成となっており、開始にあたって木畑洋

一大学院総合文化研究科長・教養学部長及び清原慶子三
鷹市長からの挨拶の後、第一部として箸本春樹大学院総
合文化研究科・教養学部助教授による「イチョウとソテ
ツの精子発見に情熱を注いだ池野成一郎博士」と題した
講演が行われた。朝から冷たい雨が降るあいにくの天候
であったが、構内がイチョウで黄金色に染まるこの時期
にふさわしい内容であったこともあり、約100名の三鷹
市民等が聴講した。

三鷹国際学生宿舎で「三鷹市民と三
鷹国際学生宿舎生との集い」開催さ
れる

大学院総合文化研究科・教養学部

２日目、ラウンドテーブル。於:東京大学

清原慶子三鷹市長の挨拶

箸本春樹総合文化研究科助教授の講演
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12月11日（月）、史料編纂所（保立道久所長）と日本
学士院の共催による「日露関係史料をめぐる国際研究集
会」が開催された。
今回の取り組みは、史料編纂所の研究グループ（代

表：保谷徹教授）による７回目の国際研究集会となり、
ロシア連邦サンクトペテルブルグ市から、科学アカデミ
ー東洋学研究所（サンクトペテルブルグ支部）のイリ
ナ・ポポワ所長ら２名の専門家を招聘して行われた。

今回の研究集会では、まず有泉和子氏（史料編纂所学
術研究支援員）から、史料編纂所がこの間新たに収集し
たロシア史料の分析をふまえ、「19世紀はじめの北方紛
争とロシア史料：遠征の後始末――フヴォストフ・ダヴ
ィドフ事件とロシアの出方」と題した報告が行われた。
19世紀初頭、通商要求を拒否されたロシア使節レザノフ
は部下のフヴォストフらにサハリンなど日本の拠点襲撃
を命じ、日露間の紛争となった。有泉氏はロシア海軍省
史料などの読み込みの中から、一件がロシア側でどのよ
うに処理されていったのかを丁寧に明らかにした。
ついで、東洋学研究所のポポワ所長から、「ロシア科

学アカデミー東洋学研究所サンクト・ペテルブルク支部
（SPbF IVRAN）の東洋写本コレクション」と題して特
別報告があった。ピョートル大帝以来の伝統をもつ同研
究所のコレクションには、いわゆる敦煌文書をはじめ、
10万点を超える貴重なアジア史料が所蔵されている。ポ
ポワ氏は、前身となるアジア博物館時代からのコレクシ
ョン形成史を論じ、数々の貴重な史料について実際の画
像を紹介して報告をおこなった。
また東洋学研究所は日本の史料も所蔵しており、とく

に19世紀初頭サハリンのアイヌと交易する日本人商人の
帳簿類が注目される。この帳簿類は、有泉報告の「事件」
の際にロシアへ持ち去られたものとも考えられ、その研
究の重要性について、新潟大学の麓慎一助教授からコメ
ントがあった。

講演後引き続き第二部開始までの30分ほどの時間で、
（財）三鷹国際交流協会のご協力で、市名の由来ともい
われる鷹狩りの伝統を今に伝える、鷹匠による鷹の飛翔
実演が行われ、参加者は鷹匠の合図で止まり木を飛び交
う鷹の勇壮な姿に見入っていた。

13時からは第二部として、懇親パーティーが行われた。
菊地弘（財）三鷹国際交流協会理事長の挨拶に続き、宿
舎生を代表して、小松原孝文三鷹国際学生宿舎院生会幹
事の乾杯の発声によりパーティーが開始された。パーテ
ィーの中では、（財）三鷹国際交流協会のご協力により、
地元新川地区に伝わる「新川囃子」の演舞が披露され、
参加者はおかめ、ひょっとこ、獅子等が太鼓や笛の音に
合わせて踊る様子を楽しんでいた。さらに留学生が太鼓
打ちの体験を行い、彼らは楽器の形状や音の違いに興味
津々の様子であった。

パーティーは三鷹市民、三鷹国際交流協会会員、三鷹
クラブ（旧三鷹寮OBの会）会員等に宿舎生も加わり約
180名の参加者を得て、会場の共用棟ホール一杯に和や
かな交流の和が広がっていた。
岡本和也宿舎生会委員長、本間長世元教養学部長から

の挨拶の後、小島憲道大学院総合文化研究科副研究科
長・教養学部副学部長からの閉会の挨拶をもって、15時
に集いは盛会のうちに終了した。

国際研究集会の様子

「新川囃子」の演舞

日露関係史料をめぐる国際研究集会
を開催

史料編纂所

懇親パーティー歓談の様子
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研究集会には国内各地から70名を超える研究者が集ま
り、活発な議論を交わした。終了後、ポポワ所長と同じ
く招聘したワジム・クリモフ教授（サンクトペテルブル
グ大学）は、史料編纂所が所蔵する日露関係史料を精査
し、史料編纂所の研究グループと東洋学研究所の間での
共同研究の推進について協議した。その結果、早ければ
来年にもサハリンアイヌとの交易帳簿などの研究に取り
掛かる目途がついた。これまで全く知られていなかった
史料だけに、その研究成果が期待される。

12月13日（水）13時30分から、海洋研究所中野キャン
パスにおいて、平成18年度海洋研究所防災訓練が実施さ
れ、教職員、院生等約180名が参加した。
当日は、地震によるＡ棟２階（機器室）での出火を想

定し、同階の第一発見者の「火事だー」と大声で周囲に
知らせることから始まり、初期消火、避難訓練を行っ
た。
また、垂直式救助袋により３階の教職員が避難器具取

扱いの取得及び体験を行った。その後、中野消防署の指
導のもとに消火器を使用した消火訓練、屋内消火栓によ
る放水訓練、応急救護訓練（包帯法、人工呼吸法）が実
施された。
最初は遠慮がちであった参加者も、時間の経過と共に

積極的になり、人工呼吸法の訓練では消防署指導員の注
意を受けた参加者が赤面し、周囲が思わず爆笑する場面
もあり、徐々に活気が出てきた。包帯法の指導では、な
るほどと思う方法に納得しながら学ぶことができ、非常
に参考になった。
なお、当日、部局長との懇談のため海洋研究所に来訪

されていた上杉理事が急遽飛び入り参加することにな

り、ご多忙の中、防災訓練の始まりから消火器を使用し
た消火訓練まで参加していただいた。

参加者は真剣に訓練に取り組み、避難者の確認等、訓
練の重要性を再確認した。最後の講評では概ねお褒めの
言葉をいただいたが、反省点も多々あり、今回の体験を
来年度の訓練に繋げ、方法等も抜本的に改善し、より充
実した訓練を行う所存である。

12月13日（水）13時から約２時間にわたり、生命科学
総合研究棟において、大学院農学生命科学研究科・農学
部と分子細胞生物学研究所の主催による自衛消防訓練
が、本郷消防署と文京区役所のご協力を得て実施され
た。
訓練は、１階実験室において火災が発生したとの想定

で、火災報知器を作動させて火災発生の初期放送が自動
的に流れると、北本勝ひこ生命科学総合研究棟自衛消防
隊長（応用生命工学専攻生物機能工学講座微生物学研究
室教授）を中心に、自衛消防隊員による初期消火活動、
消防署への通報を行い、各階の研究室からの避難誘導及
び避難後の人員確認を行って、會田勝美農学部自衛消防
本部隊長（大学院農学生命科学研究科長・学部長）に無
事全員が避難したことを報告した。
その後、本郷消防署の指導による消火器の取扱い訓練、

屋内消火栓の取扱い訓練、応急救護訓練等を行ったが、
屋内消火栓の実放水訓練では、予想以上に強力な水圧に
体験した学生も驚いている様子であった。応急救護訓練
では、３人１組となり、意識不明者の①人工呼吸、②心
臓マッサージ、③ＡＥＤ（自動体外式除細動器、農学部
内に２台設置）の訓練を行い、協力し合うことにより迅

自衛消防訓練開催される

大学院農学生命科学研究科・農学部
分子細胞生物学研究所

防災訓練を実施

海洋研究所

保立所長に本を贈るポポワ所長

先陣を切って消火訓練に参加する上杉理事
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医学部附属病院では、12月21日（木）10時から中央診
療棟２、７階大会議室において｢先端医療開発研究クラ
スターシンポジウム（第３回）、第２回疾患生命工学セ
ンター、第２回22世紀医療センター、第４回医工連携研
究会合同シンポジウム｣が開催された。
永井良三病院長から本シンポジウムの開催にあたり挨

拶が述べられた後、39ユニットの研究拠点から講演と展
示を中心とした様々な研究成果の発表が行われた。会場
には172名の参加者があり盛会裏の中に研究成果の発表
と活発な意見交換が行われた。
また終了後、ポスター展示と情報交換会が行われた。

【プログラム】
１．開会の挨拶

東京大学医学部附属病院　病院長　永井　良三

２．疾患生命工学センター
（1）座長　細井義夫

（疾患生命工学センター　助教授）
①Macrophage Longevity in Atherosclerogenesis

②２光子顕微鏡によるシナプスと分泌の研究
③三次元担体と胎児細胞を用いた肝組織再構築

（2）座長　根本信乃（分子病態医科学　助教授）
①ナノバイオテクノロジーが拓く未来医療
②COX-2阻害剤とダイオキシン腎毒性の抑制
③がん治療の有効性を規定するDNA損傷修復

３．21世紀COE

（1）座長　植木浩二郎（21世紀COE 助教授）
①環境・遺伝素因相互作用に起因する疾患研究
②脳神経学の融合的研究

４．22世紀医療センター
（1）座長　山内敏正

（統合的分子代謝疾患科学講座　助教授）
①脂肪組織を標的とした生活習慣病治療法開発
②がんに対する免疫細胞治療の開発とTR

（2）座長　垣見和宏（免疫細胞治療学講座 助教授）
①DPCデータを用いた急性期病院の機能分析
②放射線関連講座における臨床画像解析

５．医工連携部・ティッシュ・エンジニアリング部
（1）座長　佐久間一郎（大学院工学系研究科　教授）

①骨・軟骨疾患に対する新しい診断・治療装置の
開発

②Ｖirtual Ｈeart Ｐroject

（2）座長　鄭　雄一

速で効果的な応急救護ができることを学んだ。文京区役
所の指導による「起震車」「煙体験ハウス」での地震、
火災体験では、同棟以外の学生等も参加し真剣な表情で
訓練に参加した。
最後に本郷消防署より日頃の防災・防火に対する心構

えなどの講評を頂き、約200人が参加した訓練は無事終
了した。

応急救護方法を学ぶ学生達と會田勝美隊長（右から３人目）

学生による水消火器取扱い訓練

先端医療開発研究クラスター（第3回）、第2回疾患生
命工学センター、第2回22世紀医療センター、第4回
医工連携研究会合同シンポジウムを開催

医学部附属病院
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（疾患生命工学センター　助教授）
①分子イメージングのための顕微鏡画像安定化
②インテリジェント型骨インプラントの開発
③WOWエマルションの中性子捕捉療法への応用

６．閉会の挨拶
東京大学医学部附属病院　副院長　門脇　孝

７．情報交換会、ポスター展示

永井病院長挨拶

シンポジウム会場の様子

各ユニットの研究成果を紹介したポスター展示の様子
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地球環境と人間生存に危機をもたらすサステイナビリ
ティの諸問題は、昨今ますます深刻化しており、これら
の問題解決に向けたビジョンと方策を示す「サステイナ
ビリティ学」の重要性に対する認識が高まっています。
サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）では、

サステイナビリティ分野の専門家の議論を踏まえつつ、
世界の21世紀課題への明確なビジョンを持つために、官
界、産業界の各々リーダー的存在である著名な講演者を
お招きし、ご講演をいただきます。
また、パネル討論では、資源と環境の関係を、代替エ

ネルギーの推進と温室効果ガスの削減、といったように、
コインの表裏として捉え、双方の持続可能性を同時に追
求していくことについて議論します。また、これらの問
題を包括的に捉えるために、必要な科学的アプローチに
加え、対策を進める上での政策や枠組み、価値・倫理観
の創出、社会のコンセンサスをどう築いていくか、など
についても、様々な立場から討論します。そして、資源
と環境の持続両立が可能となるような、新たな社会像と
なる「サステイナブルな社会」へのビジョン提示につい
て、各パネリストと検討していきたいと考えておりま
す。
本年も次のとおり公開シンポジウムを開催いたしま

す。みなさまのご参加をお待ちしております。

公開シンポジウム開催のお知らせ

サステイナビリティ学連携研究機構
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東京大学創立130周年記念事業

共催　日本経済新聞社、国際研究型大学連合（IARU）

テーマ　資源と環境が支える地球と人類の未来

日時 ２月３日（土） 13：00～17：00

場所 安田講堂

≪プログラム≫

趣旨説明
13:00-13:15 小宮山　宏　東京大学総長・IR3S機構長

「サステイナビリティ学の世界的研究拠点形

成を目指して」

基調講演
13:15-13:45 奥田　碩

トヨタ自動車株式会社取締役相談役
「産業界における資源・エネルギー問題とサ

ステイナビリティ」

13:45-14:15 川口　順子
参議院議員・元外務大臣・元環境大臣

「もっと環境先進国へ

―あなたの選択が温暖化を防ぐ」（仮題）

14:15-14:45 Garry Brewer（ゲリー・ブルーワー）
イエール大学教授

「未来を創る：持続性へのシナリオ構築」

休憩
14:45-15:00

総合討論
15:00-16:55

「資源・エネルギーから考える持続可能な未来社会」

パネリスト
・松尾　友矩　東洋大学学長
・Peter Wilderer（ピーター・ウィルダラー）

ミュンヘン工科大学教授
・Leena Srivastava（リーナ・スリバスタバ）

エネルギー資源研究所（TERI）
エグゼクティブディレクター

・Garry Brewer（ゲリー・ブルーワー）
イエール大学教授

モデレータ
武内　和彦　東京大学教授・IR3S副機構長

閉会挨拶
16:55-17:00 住　明正

東京大学教授・TIGS統括ディレクター

参加申込み（入場無料：定員に達し次第締め切ります。）
http://ir3s.u-tokyo.ac.jp/

小石川植物園後援会が主催する第54回小石川植物園市
民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、名古屋大
学大学院理学研究科の東山哲也博士による、植物の受精
の仕組みに関する講演です。最先端の植物科学研究に気
軽に触れられる、絶好の機会です。本学関係者に限らず、
どなたでも参加できます。どうぞ皆様お誘い合わせの上、
是非ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます。

講師：東山哲也（名古屋大学大学院理学研究科教授）
演題：「花の中での雌雄の出会い」
日時：２月24日（土）13時～15時
場所：理学系研究科附属植物園本園（小石川植物園）

柴田記念館

参加費：セミナーは無料ですが、一般の方は入園料
（大人330円）が必要です。

参加申込方法：

２月20日までに往復葉書または電子メールにて後援
会までお申し込み下さい。返信葉書ないし返信メール
が招待状となります。なお参加ご希望多数の際は、お
申し込み順に従い受付が締め切られることがありま
す。悪しからずご了承下さい。

主催・参加申込先：

〒112-0001 文京区白山3-7-1

東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
小石川植物園後援会
koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp

問い合わせ先：理学系研究科附属植物園
杉山宗隆助教授（03-3814-0368）

第54回小石川植物園市民セミナーのご案内

大学院理学系研究科・理学部

昨年のIR3S公開シンポジウム　総合討論
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【本件に関するお問い合わせ】

担当：学生部学生課学生生活チーム（大八木・宮内）
内線：22529／22514

E-mail：gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

平成18年６月28日
学生表彰選考委員会

東京大学学生表彰「東京大学総長賞」推薦基準

東京大学学生表彰実施要綱（平成14年３月19日総長裁
定、平成18年６月28日改正）第３に基づき、推薦の基準
を以下のとおりとする。

（1）学業において、研鑚に励み、他の学生の範となった
個人若しくは団体又は学界等により優れた評価を受
け、本学の名誉を高めた個人若しくは団体

（2）課外活動において、国内外の各種スポーツ、競技、
演奏、展示、発表等で優秀な成績を収め、本学の名
誉を高めた個人若しくは団体又は課外活動を支援
し、課外活動の充実と振興に著しい貢献をした個人
若しくは団体

（3）環境保全、災害救援、社会福祉、青少年育成、海外
援助協力等の各種社会活動において、活動実績が認
められ、他の学生の範となった個人若しくは団体又
は社会的に優れた評価を受け、本学の名誉を高めた
個人若しくは団体

（4）大学間の国際交流において、相互理解と友好関係を
深め、本学の国際交流の発展に著しい貢献をした個
人又は団体

（5）その他、これらに準ずるもので、「東京大学総長賞」
に相応しい貢献があった個人又は団体

上記基準による推薦者については、自薦又は他薦と
する。

本学の学生を対象として、学業、課外活動、各種社会
活動、大学間の国際交流等の各分野において、「優れた
評価を受けた」「優秀な成績を収めた」「本学の名誉を高
めた」などの顕著な功績のあった個人又は団体に、総長
が表彰を行う「東京大学総長賞」が平成14年度から設け
られています。
この表彰は、本学教職員・学生からの推薦に基づき、

「東京大学学生表彰選考委員会」（以下「選考委員会」と
いう。）が選考にあたり総長が表彰するものです。
選考委員会では、推薦された候補者の中からその内容

を審査のうえ、「東京大学総長賞」として相応しいもの
が決定されます。

なお、本年度から年２回行われる授与のうち、第２回
（春）は学業のみを対象に募集し、推薦者は各学部長及
び各研究科長・教育部の長のみとなります。また、第２
回（春）には年間の授与者の中から特に優秀な者に対し、
総長大賞が授与される予定です。

記

１．提 出 物：別紙様式１（個人）又は別紙様式２（団
体）に必要事項を記入し、参考資料等を
添付してください。また、書類の提出に
あたってはホームページ上の「推薦書類
の提出について」を参照してください。

２．推薦基準：以下のとおりです。
３．提出期限：平成19年３月９日（金）正午まで（必着）
４．選考結果：３月中旬に推薦者及び受賞者へご連絡す

るとともにホームページに掲載します。
５．授 与 式：平成19年３月22日（木）午後５時より小

柴ホール（理学部１号館）にて実施を予
定しています。日程の詳細は決まり次第
お知らせします。

◎詳細については、ホームページをご覧ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/stu01/h12_j.html

東京大学総長賞記念品

学生部

本年度第２回「東京大学総長賞」の募集
について
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ただし、基準（1）の推薦者は、学部学生について
は学部長、大学院学生については研究科長・教育部
の部長に限る。

なお、年２回の授与のうち、第１回目（秋）の推薦
は上記基準の（2）～（5）を、第２回目（春）の推
薦は基準の（1）をそれぞれ対象とする。

また、在学中の学業、課外活動、社会活動等の評価、
活動実績等が上記基準に該当する者は、卒業又は修了後
１年以内に限り選考の対象とする。

学内広報では、１月から３月の間に発行される各号に
おいて、今年度末をもって本学を退職される方々の最終
講義のお知らせを掲載します。

大学院法学政治学研究科・法学部

伊藤　眞　教授

（民事訴訟法）
日時：１月31日（水）15:00～
会場：法文１号館25番教室
演題：「民事紛争の解決と民事訴訟法理論の役割」

江頭　憲治郎　教授

（商法）
日時：１月25日（木）16:50～
会場：法文２号館31番教室
演題：「新社会法下の組織再編行為」

大学院工学系研究科・工学部

鎌田　元康　教授

（建築学専攻　建築環境学講座）
日時：２月28日（水） 15:00～17:00

会場：工学部１号館15号教室
演題：「空気・水環境と建築設備」

大学院理学系研究科・理学部

和達　三樹　教授

（物理学専攻）
日時：２月９日（金）16:30～18:00

会場：理学部１号館　小柴ホール
演題：「私の物性基礎論・統計力学

─研究者として、教育者として─」

国際・産学共同研究センター

安田　浩　教授　

（前国際・産学共同研究センター長）
日時： ２月 20日（火）15:30～17:20（受付開始15:00）
会場：工学部新2号館大講堂（213講義室）
演題：「画像によるイノベーションを目指す半世紀」
連絡先：last.lec@mpeg.rcast.u-tokyo.ac.jp

現在、保健センター本郷支所では１階部分の改修工事
を進めています。工程により若干の騒音や振動及び塗装
用塗料の臭気等が生ずる日があります。また健康管理室
及び事務室等を移設し、業務を行っているため、利用さ
れる学生・教職員の皆様にはご迷惑・ご不便をおかけし
ますが、ご理解のほどよろしくお願いします。
２月２日（金）は、移設中の健康管理室等の業務復旧

作業等を行いますので、全診療科を休診（救急処置は除
く）とします。

※改修工事に伴い本郷支所での診療や業務に変更が生じ
る場合、保健センターホームページに掲載、または本郷
支所入口等に掲示しますのでご確認ください。

参照：
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/health/hhomeflame.htm

保健センター

本郷支所改修工事関連及び休診のお知らせ退職教員の最終講義
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大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第499（１月10日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

情報基盤センター

公開鍵認証基盤（PKI）認証局の試験運用
（UT-CAトライアル）のお知らせ

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、図書館ロビー、生協書籍部、保健セン
ター駒場支所で無料配布しています。バックナンバーも
あります。
第499（１月10日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

佐藤直樹：駒場祭を見つめなおす
森山　工：東アジア四大学フォーラム・ハノイ会議
林　少陽：「総合」への意志
佐藤安信：「人間の安全保障」国際シンポジュウム
「検証カンボジア！パリ和平協定から15年：貧富の
格差の縮小と民主的社会の実現に向けて」を終えて

〈駒場をあとに・おくる言葉〉
浅島　誠：駒場キャンパスの思い出―温故知新―
松田良一：勤勉なスーパーマン、浅島誠先生を送る

宮本久雄：首こうべを回らせば
山本　巍：アデュー、ア　デュー　宮本久雄先生

太田浩一：「あとがき」はなくてもいいのだけれど
松井哲男：太田先生、ボン・ヴォアージュ！

竹内信夫：胡不帰
小林康夫：竹内信夫さんをおくる

谷内　達：駒場の二十年
荒井良雄：谷内先生を送る

松本幸夫：キャンパスの片隅で
坪井　俊：松本先生、ありがとうございました

植田直志：駒場をあとに
兵頭俊夫：植田直志先生を送る

〈時に沿って〉
川島　真：無底の釣瓶を以て井水を汲むが如く

情報基盤センターPKIプロジェクトでは、東京大学に
公開鍵認証基盤（PKI）を普及させるための研究・開発
を行なっています。わかりやすく言えば、現在使ってい
る職員証／学生証の中に本人確認のためのデータを入
れ、それをパソコンに接続することで、安全・確実な本
人確認の手段とし、その人だけのサービスを提供できる
ようにすることを目標としています。またこれを利用す
ればメールの暗号化や電子署名も可能です。
７月に認証局のプロトタイプの完成および学内外への

お披露目を経て、現在実証実験として、協力いただける
数部局において実際にICカードを配付し利用していただ
いています。11月に情報学環、12月には情報基盤センタ
ーにて登録局支部の設置を行ないました。
ご興味のある方は、詳しくは情報基盤センターアプリ

ケーション支援係（内線：22739）までお問い合わせく
ださい。
ここでUT-CAトライアルの利用時に必要になるフィ

ンガープリントをお知らせします。UT-CAトライアル
の認証局証明書のフィンガープリント（拇印）は下記の
通りとなっておりますので、ご利用になる方はご確認く
ださい。

Root Certification Authority（rootCA.cer）
アルゴリズム：SHA-1

B442DCE7 DEFA463D 1D6A6A23 02A29959

018B4214

Internal Certification Authority（subCA.cer）
アルゴリズム：SHA-1

0FAFDC77 007992C1 2C0DB23C 205E4AD3

7D6232AA

※お使いのソフトウェアにより区切り記号の種類、位置
は異なります。英数字の部分のみを確認してください。
また大文字小文字の区別はありません。

その他の情報はPKIプロジェクトウェブページ
http://www.pki.itc.u-tokyo.ac.jp/ をご覧ください。

登録局支部の設置風景（情報基盤センターにて）
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情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ

情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施します。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●会　場：

本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
（定員12名　予約不要です。直接ご来場ください。）

●スケジュール：

1/26（金）13:30-14:30 日本の論文を探すには？
1/31（水）15:00-16:00 自宅から検索するには？
2/14（水）11:00-12:00 Web of Science（日本語）
2/20（火）15:00-16:00 Web of Science（English）

●コース概要：

＜テーマ別ガイダンス＞
１つのテーマに沿って、検索実習を交えながら解説し

ます。
■日本の論文を探すには？（60分）

FELIX、CiNiiの使い方を中心に、日本の論文・雑誌
記事を検索できるデータベースを紹介します。
（※このコースは従来の「データベースユーザトレー
ニング・FELIXとCiNiiコース」を発展・改編したもの
です。）

■自宅から検索するには？（60分）
学内・学外を問わず利用できる無料公開のデータベー

ス・電子ジャーナルなどを紹介します。また、通常は学
内からのみ利用可能なデータベース・電子ジャーナルで
も、手続きをして学外から利用できるものがありますの
で、その方法を紹介します。
さらに、帰省先や海外で図書館を利用したい人向けに、

他大学等の図書館を利用する際の手続き・注意点を説明
します。春休み前におすすめのコースです。

＜データベースユーザトレーニング＞
特定のデータベースの使い方について、検索実習を交

えながら解説します。
■Web of Science（60分）
全分野の主要な学術雑誌（約8,800誌）に掲載された

論文のデータベースです。通常のキーワードによる検索
に加え、引用文献をキーにした検索も可能です。
（2/8（木）に事前申込制の “Web of Science新機能説明
会” も開催します。どうぞご参加ください。）

＜Database User Training（English Session）＞
■ Web of Science Course（60 minutes）

2/20（Tue.）15:00-16:00

Covers articles published in major academic journals

(about 8,800 journals).

In addition to conventional searches by keyword, it

provides information on citation inter-connections. 

●問い合わせ：

学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

情報基盤センター図書館電子化部門では、「EndNote

Web」など、Web of Scienceの新機能についての説明会
を開催します。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●日　時：

２月８日（木）15:00-16:30

●会　場：

本郷キャンパス　総合図書館３階　大会議室
※西口玄関（事務用・赤門側）からお入りください。

●講　師：

矢田俊文氏（トムソンサイエンティフィック）

●申込方法：

予約が必要です。
下記のサイトからお早めにお申し込みください。

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

●説明内容：

以下の新機能・新サービスについて説明します。
・新規搭載の文献管理ソフト「EndNote Web」
・論文の引用分析がグラフで分かる「Citation Report」
・著者識別システム
「Distinct Author Identification System」

・ECCS（情報基盤センター教育用計算機システム）の
アカウント認証による学外からの利用方法

情報基盤センター

“Web of Science新機能説明会”開催の
お知らせ
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Web of Science初心者の方、全般的な検索方法の講習
をご希望の方は、「“情報探索ガイダンス”各種コース実
施のお知らせ」をご覧いただき、Web of Scienceコース
にご参加ください。

●問い合わせ：

学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

柳田　博明　名誉教授

名誉教授柳田博明先生
には病気ご療養のところ
2006年11月20日ご逝去さ
れました。享年71歳でし
た。
先生は1958年東京大学

工学部応用化学科をご卒
業になり、1963年に大学
院博士課程を修了し工学
博士の学位を授与されま
した。その後東京大学工学部助手、講師、助教授を
経て、1978年東京大学工学部教授にご就任されまし
た。1987年に東京大学先端科学技術研究センターに
配置換され、1989年より同センター長および東京大
学評議員を併任されました。1991年には工学部教授
に戻られ、同年より1995年まで東京大学環境安全セ
ンター長（改組により1993年より環境安全研究セン
ター長）を併任され、1996年の東京大学のご退官に
際し名誉教授の称号を授与されました。
先生はセラミックス材料科学の分野で先導的な研

究を進め、各種構造と電気的物性の相関に基いた
様々な電子セラミックス材料の開発、界面設計によ
る分子識別、非破壊信頼性評価法の確立など多くの
業績をあげられました。さらに、自己診断や自己特
性制御機能を持つインテリジェント材料、知的機能
に簡明さと環境調和性を備えた賢材の概念を提唱
し、新しい学問分野の開拓に取り組まれました。こ
れらの成果により、日本化学会学術賞、日本セラミ
ックス協会100周年記念学術功労賞、米国セラミッ
クス学会フェローおよびW.D. Kingery賞などを受賞
され、1998年には紫綬褒章を受けられました。
東京大学ご退官後も精力的に活動され､1996年よ

り財団法人ファインセラミックスセンター専務理
事・試験研究所長、2000年より名古屋工業大学学長、
2004年より学術振興会・学術システム研究センター
副所長、2006年より名古屋市科学館長などを務めら
れました。
先生は卓越した独創力と柔軟な思考力をもって新

たな研究領域を開拓するとともに温厚な人柄により
後進の育成に献身し、併せて様々な学協会や官公庁
の運営と発展に貢献され、21世紀への科学技術展開
のあり方を提唱してこられました。先生のご逝去は
痛惜の念に絶えませんが、ここに謹んで哀悼の意を
表しご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院工学系研究科）
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人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

18.12.31 桑島　邦博 辞職（自然科学研究機構岡崎統合バ 大学院理学系研究科教授

イオサイエンスセンター戦略的方法

論研究領域教授）

18.12.31 紫藤　貴文 辞職 大学院理学系研究科助教授

（採　　用）

18.12.16 安原　洋 医学部教授

19.1.1 望月　学 大学院農学生命科学研究科助教授 東京農工大学大学院共生科学技術研究院助教授

19.1.1 大友順一郎 大学院新領域創成科学研究科助教授

19.1.1 七丈　直弘 大学院情報学環助教授 大学院情報学環科学技術振興特任教員

（昇　　任）

18.12.16 石井　聡 大学院医学系研究科助教授 大学院医学系研究科講師

18.12.16 村上　存 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科助教授

19.1.1 高槻　成紀 総合研究博物館教授 総合研究博物館助教授

19.1.1 一ノ瀬正樹 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科助教授

19.1.1 寺杣　友秀 大学院数理科学研究科教授 大学院数理科学研究科助教授

（兼 務 命）

19.1.1 鹿野田一司 低温センター長 大学院工学系研究科教授

事 務 連 絡

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

発令日、部局、職、氏名(五十音)順

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
主催：東文研「21世紀アジアの研究」プログラム（超域
連携プログラム『アジアの「美」の構築』）共催：東文研
班研究『東アジアにおける「民俗学」の方法的課題』
E-mail:suga@ioc.u-tokyo.ac.jp 

柏風洞WG
URL:http://daedalus.k.u-tokyo.ac.jp/wt/wt_index.htm

URL:http://www.csis.u-
tokyo.ac.jp/japanese/news/csisseminar2006.html
E-mail:asami@csis.u-tokyo.ac.jp
学術創成「ボーダレス化時代における法システムの再構
築」プロジェクト事務局吉田
E-mail:legalsys@j.u-tokyo.ac.jp
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/legalsys/index.htm

工学部8号館7階東文研会議室

柏キャンパス
（柏図書館内メディアホール等）

工学部14号館8階802号室
（都市工学専攻会議室）

六本木アカデミーヒルズ49
オーディトリウム

1月25日（木）
10:00～

1月25日（木）フォー
ラム10:00～、風洞
公開16:00～18:00
1月26日（金）10:30～
16：30

1月27日（土）
10:00～12:00

1月27日（土）、
28日（日）

東文研シンポジウム『東アジアの「美」の人類学』

FSフォーラム
柏ハイパーソニックフォーラム～飛行の新領域へ～

CSISセミナー

法学部学術創成プロジェクト研究成果公開シンポジウ
ム

日経ビジネスクリエーション塾事務局
TEL:03-5452-2505

E-maol:aniv60@iss.u-tokyo.ac.jp

https://www.entryform.jp/sustain/r/entry.php

URL:http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/sn20yrs/

大学院新領域創成科学研究科物質系専攻和田研究室
E-mail:m-hatano@ams.k.u-tokyo.ac.jp

E-mail:koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp
TEL:03-3814-0368

安田講堂

農学部・弥生講堂一条ホール

安田講堂

安田講堂

医学部教育研究棟14階鉄門講堂

小石川植物園　柴田記念館

1月30日（火）
10:00～17:00

2月1日（木）
15:30～17:30

2月3日（土）
13:00～17:00

2月17日（土）
14:00～16:30

（13:30開場）

2月20日（火）
9:15～17:15

2月24日（土）
13:00～15:00

セミナー　日経ビジネスクリエーション塾～
「ITとものづくり：デジタル設計開発の課題と展望」

社会科学研究所創立60周年・
東京大学創立130周年記念講演会
「社会科学研究所と日本の社会科学」

サステイナビリティ学連携研究機構公開シンポジウム

超新星1987A 20周年記念講演会
－ニュートリノ天文学の誕生とこれから－

シンポジウム「強磁場MRI －生命の可視化－」

第54回小石川植物園市民セミナー

大学院法学政治学研究科附属ビジネスロー・比較法政研
究センター
E-mail：icclpblc@j.u-tokyo.ac.jp
FAX：03-5805-7143
URL：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

ハローダイヤル: 03-5777-8600
URL: http://www.um.u-tokyo.ac.jp

法学政治学系総合教育棟
（通称：法科大学院ガラス棟）
101教室

総合研究博物館

平成19年1月27日
（土）
13:30～

11月3日（金･祝）
～平成19年1月28日（日）

（休館日もありますのでご
確認下さい）

東京大学法学部連続講演会「高齢化社会と法」
第8回「高齢社会の中の少子化対策」
講師：増田雅暢（内閣府参事官）

特別展示『東京大学コレクション
―写真家上田義彦のマニエリスム博物誌』展

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

広報委員長　新年の挨拶

新年を迎えるにあたりまして、広報委員長よりご挨拶い
たします。

「東京大学の進むべき方向を社会に示す広報の重要性」

広報委員長　高増　潔

あけましておめでとうございます。平成19年の年頭に
あたり、御挨拶申し上げます。

昨年10月に広報委員長を拝命いたしました高増潔で
す。私は、2005年10月から総長補佐として１年間、大学
全体の仕事をお手伝いしてきました。この経験を生かし、
半年間という短い期間ですが前任の佐久間一郎先生の後
を受けて、広報委員長として大学全体の広報の仕事を推
進したいと考えています。
法人化から２年半の間、東京大学は広報の重要性を踏

まえて、広報室を中心とした組織の充実を図ってきまし
た。この成果として、広報の体制は対外的な対応や危機
管理を含めて、かなりしっかりしたものになっています。

広報委員長として、安心して仕事ができる状態になって
います。しかし、東京大学の存在感は東京大学の中にい
て感じるものと、学外において感じるものとでは大きく
違っています。特に、東京大学が何を目指していて、そ
れが日本および世界の中でどのくらい重要性があるかと
いうことが、大学の外からは分からなくなっています。
そこで、学外に対して東京大学のへの広報がこれからの
問題となってきます。
東京大学は、今年の４月に130周年を迎えます。「時代

の先頭に立つ」ということを基本コンセプトにして、東
京大学のあるべき姿と進むべき方向を社会に示す重要な
機会です。今年の11月までの期間に、多くの研究シンポ
ジウム、海外大学とのスポーツ・学生交流、展示会・展
覧会、130のモニュメントによる「知のプロムナード」
などの計画が、130周年記念事業として行われます。東
京大学の未来像を、海外を含めた社会に理解していただ
く重要な機会と考え、広報活動の一層の充実を図りたい
と考えています。
このような広報活動を支えていくのは、自律分散協調

系としての学内の支援です。皆様の協力をお願いすると
同時に、学内の広報にも力をいれたいと思っています。
ご支援をお願いします。
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あけましておめでとうございます。今年も学内広報をよろしくお願いします。今回から新しく、
「ＰＣサプリ」という連載が始まり、連載がかなり増えております。増えすぎて読むのが大変
だ、という声もありますが、皆様も学内広報を「読む」だけでなく、学内のコミュニケーショ
ンの活性化のために、遠慮なく「使って」いただければと思います。その分編集スタッフの仕
事は増えますが、フレッシュな新人が成長しているので大丈夫だと思います★（と）

特集

34 EVENT LIST

34 広報委員長新年の挨拶

33 人事異動（教員）

02 130周年記念事業のつくりかた
―みんなで祝う130周年―

淡青評論
36 グローバル化の中の大学

一般ニュース

NEWS

05 人事部
今年度の定年退職教員は58名

06 研究協力部
APRU遠隔教育とインターネット2006国際
会議APRU Distance Learning and the
Internet（DLI）2006 Conference

06 研究協力部
統括プロジェクト機構「知の構造化ワーク
ショップ」を開催

07 施設部
柏国際学術都市支援会が発足

08 総務部
2006年度業務改善「総長賞」表彰式

09 研究協力部
独立行政法人物質・材料研究機構と連携協
力の推進に係る協定書調印式が行われる

コラム
20 さすてなTimes Vol.8
21 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.9
22 バリアフリーの現場から　第３回
23 Flags運動部紹介　No.27
24 PCサプリ　Vol.1
24 調達本部です　第21回
25 龍岡門横丁噺　第10回
25 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第６回
26 コミュニケーションセンターだより　No.28

部局ニュース
09 生産技術研究所

生産技術研究所千葉実験所公開開催される
10 社会科学研究所

国際ワークショップ「世界における社会科
学的日本研究の現状と展望」を開催

11 21世紀COEプログラム機械システム・イノベーション
国際シンポジウムシリーズ開催される

12 大学院農学生命科学研究科・農学部
附属農場で「東大農場収穫祭 with 西東京ア
ースデイ 2006」開催

13 大学院農学生命科学研究科･農学部
外国人留学生見学旅行を実施

14 大学院人文社会系研究科・文学部
21世紀COEプログラム「死生学の構築」関
連シンポジウムを開催

15 大学総合教育研究センター
文部科学省先導的大学改革推進委託事業大
学総合教育研究センター10周年記念・国際
シンポジウム

16 大学院総合文化研究科・教養学部
三鷹国際学生宿舎で「三鷹市民と三鷹国際
学生宿舎生との集い」開催される

17 史料編纂所
日露関係史料をめぐる国際研究集会を開催

18 海洋研究所
防災訓練を実施

18 大学院農学生命科学研究科・農学部
分子細胞生物学研究所
自衛消防訓練開催される

19 医学部附属病院
先端医療開発研究クラスター（第3回）、第2
回疾患生命工学センター、第2回22世紀医療
センター、第4回医工連携研究会合同シンポ
ジウムを開催

シンポジウム・講演会

INFORMATION

26 サステイナビリティ学連携研究機構
公開シンポジウム開催のお知らせ

27 大学院理学系研究科・理学部
第54回小石川植物園市民セミナーのご案内

お知らせ
29 退職教員の最終講義
29 保健センター

本郷支所改修工事関連及び休診のお知らせ
30 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第499（１月10日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

30 情報基盤センター
公開鍵認証基盤（PKI）認証局の試験運用
（UT-CAトライアル）のお知らせ

31 情報基盤センター
“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ

31 情報基盤センター
“Web of Science新機能説明会”開催のお
知らせ

募集
28 学生部

本年度第２回「東京大学総長賞」の募集に
ついて

訃報
32 柳田　博明　名誉教授



あらゆる分野にグローバル化の波が押し寄せている。先日オランダのグ

ローニンゲン大学の教授が来日し、教育・研究分野での提携の可能性につ

いて話し合った。その教授によると、ヨーロッパの大学は、少子高齢化の

波の中で、（特に教育面での）国際化に活路を求めているという。しかし、

当然のことながらそう考える大学の数は多く、競争は厳しい。国際化のた

めには授業の英語化が必須である。彼が所属する経済学部では、数年前に

教授会の強い反対を押し切って、クラスに一人でも留学生がいる場合は授

業を英語で行うことを義務づけた、その結果、留学生獲得の面でもある程度の成果が上がったという。

彼は私の所属する研究科との提携を視野に入れて来日したのだが、英語のみで修了できるようなプログラ

ムが無いということを聞いて大層驚き、がっかりした様子であった。当面出来そうなのは教員同士の交流と

いうことになる。同様に昨年前半に来日したソウル国立大学の某教授は、われわれの研究科に新設の金融シ

ステム専攻に魅力を感じ、学生を送り込みたいとのことであった。しかし、やはり教育のかなりの部分が日

本語だと聞いて、あきらめざるを得なかった。

オランダの教授とも話し合ったが、グローバル化の中で大学がどう生き残っていけるかは難しい問題であ

る。極端なことを言えば、（もちろん分野次第だが）世界中からごく少数の教授陣を選んでITを活用した講義

形態をとれば、他のほとんどの教授は教育面については失職するか、ティーチング・アシスタントになるし

かなくなる。

まあそうした極端な姿は当面実現しないだろう。しかし、かなり近い将来に東大が克服しなければいけな

い課題がここにあることも事実である。

植田　和男（大学院経済学研究科）

グローバル化の中の大学
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